
地
球
拳
固
e
T
設
げ
て
地
事
愛
好
者
の
賛
同
令
期
待
す

「
地
球
」
編
纂
同
人
は
滋
に
地
球
拳
固
を
設
け
ゃ
う
と
す
る
ο

「
地
球
」
の
購
護
、者
は
出

来
得
べ
く
ば
投
稿
執
筆
者
で
あ
り
た
い
。
各
自
の
研
究
を
容
易
に
し
且
地
拳
を
民
衆
化

す
る
に
は
拳
闘
を
作
る
こ
さ
が
後
径
で
あ
る
。
我
等
の
「
地
球
」
は
特
種
の
も
の
3

機
関

で
あ
り
た
く
な
い
。
民
衆
の
「
地
球
」
で
ゐ
り
た
い
。
我
等
の
「
地
球
」
は
一
一
般
地
拳
愛
好

者
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
食
育
ま
れ
.
成
人
し
て
欲
し
い
。
地
皐
が
隆
日
自
に
向
ふ
べ
き
機

運
で
芽
生
え
た
「
地
球
」
が
春
光
三
共
に
延
び
て
行
く
に
は
一
般
購
讃
者
の
手
で
培
は
札

る
こ
さ
を
要
す
る
。

そ
れ
で
愛
行
所
に
甥
し
て
一
箇
年
の
珠
約
購
讃
を
既
に
申
込
ま
れ
又
は
今
後
申
込
ま

れ
か
方
は
地
球
皐
圏
に
加
入
さ
れ
ん
こ
さ
を
期
望
す
る
。
我
拳
圏
は
漸
来
月
刊
誌
愛
刊

の
外
に
単
行
本
の
出
版
や
、
講
演
曾
ゃ
、
地
方
見
拳
を
企
童
'
し
て
居
る
。
国
民
は
別
ぷ

月
々
の
命
日
費
そ
出
す
こ
マ
』
を
姿
し
な
い
で
之
等
企
董
の
貧
勤
に
際
し
て
幾
多
の
便
宜
そ

獲
る
の
は
無
論
の
こ
さ
で
あ
る
。

加
園
4

待
望
ま
れ
あ
・
方
は
京
都
帝
聞
大
場
理
血
軍
部
地
質
皐
敬
室
内
地
球
皐
圃
へ
申
込
ま
れ
士
い
o
闘
員
さ
な
っ
て
も
購
額
料
は
量
買
元
《
京
都
市
下
京

冨
商
桐
院
七
一
節
閥
、
内
外
出
歯
周
掠
試
合
雄
、
据
替
口
座
民
額
三
丸
一
-
一
一
替
V

に
怠
勺
℃
欲

L
ぃ
。
「
地
球
」
は
そ
・
・
か
ら
護
送
さ
れ
る
O

そ
L
て
串
岡

ぱ
「
地
球
」
編
纂
に
闘
す
る
要
務
の
み
直
接
に
扱
ふ
‘
-
き
に
な
っ
て
や
る
。

地

球

第
一
巻
第
一
競

大
正
十
三
年
二
月

関

東

地

震

研

究

一
、
関
東
地
方
の
地
勢
及
び
地
質
構
造

琢

-
E
・E

・
-EE
，f 

治

で

緒

言

三
、
・
一
白
期
暦
り
堆
視
さ
艶
勤

五、

主
要
山
塊
成
生
鑓
勤
の
性
質
さ
時
期

七
、
関
東
平
野
の
地
勢
さ
地
質
構
遁

丸、

第
四
杷
火
山
の
形
決
芝
山
対
質

-
-
、

第
三
一
一
紀
以
後
の
獲
動
の
原
因

一一-一、

伊
豆
半
島
及
ぴ
湘
南
の
北
岡
地
震
構
造
線

-
玉
、

予
午
及
却
酉
地
震
構
造
柏
崎

-
t、
結

論

二
、
中
央
日
本
の
地
勢
概
観

圏、

主
要
山
喝
の
成
生
、
時
裂
柏
崎

六、

第
三
犯
の
麹
劫

八、

第
四
杷
火
山
活
動
さ
書
士
火
山
帯
の
意
識

-o、
歴
史
時
代
の
火
山
情
動

=
-
、
地
質
構
造
き
地
震
の
閥
係
、
地
震
構
遁
柏
崎

一
圏
、

聞
東
千
野
三
浦
房
総
雨
中
島
の
北
西
地
震
構
造
線

ニ
ペ

震
源
及
ぴ
震
央
帯

関
東
地
方
の
地
勢
及
ぴ
地
質
株
遁



............---

畿

刊

の

齢
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地
球
は
地
理
拳
地
質
皐
其
の
他
の
地
球
を
鈎
象
ご
し
て
研
究
す
る
自

然
科
挙
の
範
閣
に
属
す
る
論
文
報
告
新
著
の
掲
載
紹
介
は
勿
論
、
日
本
東

亜
環
太
平
洋
、
全
地
球
表
面
に
起
る
地
文
人
文
に
捗
る
問
題
に
闘
し
て
成

る
べ
く
方
而
趣
味
を
取
拾
し
な
い
で
報
道
す
る
機
関
ご
し
た
い
積
で
愛

刊
し
た
。
砂
た
る
小
加
子
が
果
'
し
て
此
の
如
き
目
的
を
賞
現
し
得
る
か

は
編
輯
者
自
身
に
於
て
も
敢
て
確
信
を
有
せ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
幸
に
本
誌

讃
者
諮
伎
の
協
力
に
霧
っ
て
讃
者
諸
位
の
幾
分
で
も
満
足
し
得
る
も
の

に
愛
蓬
さ
せ
て
見
た
い
。
こ
れ
は
本
誌
の
護
者
各
位
に
向
て
編
輯
者
の

希
望
'
し
て
や
ま
ぬ
所
で
あ
る
。

大

正

十

三

年

一

月

中石小

川

琢
橋

.五

村

新

太


